
Ⅰ．運動量と力積
運動の激しさを表す量として運動量を定義する。
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運動方程式より
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力積の分だけ運動量は変化することを示している。

Ⅱ．仕事とエネルギー

（１）運動エネルギー

物体に力を加えて仕事Ｗをした場合
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仕事を加えた分だけ運動エネルギーは変化することを意味する。
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物体Ａが物体Ｂに力を加えて続けて静止するとき、物体Ａは物体Ｂから負の仕事を受けて静止する。
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物体Ａは静止するまでの間に物体Ｂに対して
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vmW  の仕事をする能力、すなわちエネルギーを持

っていたことになる。これを運動エネルギーという。
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（２）位置エネルギー

周回積分について

0Frot ならば
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このようにどの様な経路をたどろうとも力のなす仕事量が同じ時、その力を保存力という。

保存力の場合に位置エネルギーが定義される。
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この保存力のみが働く場合は
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力学的エネルギーは保存される。

次に保存力以外の力がする仕事が移動経路により異なるときその力を非保存力という。

動摩擦力などが該当する。

非保存力のする仕事が 'W であるとき



(1)の⑥と(2)の④を用いると以下の通りになる。
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非保存力のする仕事が負の場合、力学的エネルギーは減少する。


